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煙主な内容

斬～満開のひまわりに囲まれて…

　　　　　野木の夏、ひまわりの夏～

　　               The 19th Himawari Festival

斬お知らせ

　・町有地売り払い

　・パスポートの窓口が変わります

　・基礎年金額を増やしたい方へ

　・工事のお知らせ

　・地域密着型サービス施設の整備事業者を募集します

斬広報連絡委員レポート

　「バーバたちの昔があって…　今がある」
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町
で
は
、
左
記
の
町
有
地
に
つ
い

て
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

を
実
施
し
ま
す
。

申
込
資
格
な
ど
く
わ
し
い
売
払
い

の
要
領
は
、
財
政
管
理
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

参
加
申
込
期
間

９
月

日
～

月
４
日

１３

１０

（
土
日
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
札
日
時

月
７
日
（
木
）
午
前

時

１０

１１

（
受
付

時

分
～

分
）

１０

１５

５５

問
財
政
管
理
課

撒（

）４
１
１
７

５７

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

～
知
識
編
～

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
基
本

や
、
そ
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
、

医
師
か
ら
学
べ
る
教
室
で
す
。

日

時

９
月

日
（
水
）

２９

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

生
活
習
慣
病
予
防
に
関
心

の
あ
る
方
（
定
員

名
）

３０

講

師

い
な
ば
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

稲
葉
利
敬
先
生

い
な
ば

と
し
ひ
ろ

申

込

９
月
６
日
～

電
話
又
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

～
運
動
編
～

月
か
ら
一
部
内
容
・
時
間
・
場

１０
所
が
変
更
と
な
り
、
A
コ
ー
ス
、
B

コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
場
所
や
時
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

対

象

野
木
町
在
住
者

内

容
A

し
っ
か
り
運
動
コ
ー
ス

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
、
し
っ
か
り
と

体
を
動
か
し
た
い
方
向
け
の
コ
ー
ス

で
す
。

B

じ
っ
く
り
運
動
コ
ー
ス

チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
等
、
ゆ
っ

く
り
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
運
動
し
た

い
方
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

※
事
前
申
込
不
要
。
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ

コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
の
時
間
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

Inform
ation

お知らせ

（4）

売払い物件
最低売却
価 格

（円）

土地実測
面 積

（㎡）
地目所在地

物件
番号

１６,３００,０００３３３.２６宅地丸林字宮６４４番７１

１６,５００,０００４９０.４８宅地丸林字富士見３６８番６２ 町
有
地
売
払
い

【物件１】

【物件２】

持ち物講師場所・時間日 程

運動できる服装
室内用シューズ
バスタオル
水分
タオル

大野久子
先生

Aコース：しっかりコース
（時間）午後１時３０分～２時３０分
（場所）野木町武道館
Bコース：じっくりコース
（時間）午後３時～４時
（場所）野木町保健センター

１０月４日（月）

１１月１日（月）

１２月６日（月）

１月３１日（月）

２月７日（月）

３月７日（月）

野木駅

物件

至：小山

至：古河

野木駅至：国道４号

至：小山

至：古河
物件



パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が

変
わ
り
ま
す

旅
券
の
申
請
・
受
領
が

月
１
日

１０

か
ら
役
場
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

申
請
及
び
受
領
窓
口

住
民
課

受
付
日
時

月
～
金
曜
日

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

分

３０

４５

（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※
月
曜
日
の
窓
口
延
長
の
際
は

午
後
６
時

分
ま
で

１５

※
土
・
日
・
祝
日
等
の
受
付
・

交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

種
類
と
手
数
料

申
請
で
き
る
方

○
野
木
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

○
学
生
や
単
身
赴
任
等
で
県
外
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
て
野
木

町
に
居
所
の
あ
る
方
（
申
請
は

本
人
の
み
、
要
住
民
票
）

必
要
書
類

○
一
般
旅
券
発
給
申
請
書

１
通

（
住
民
課
に
備
え
付
け
）

○
戸
籍
抄
本
又
は
戸
籍
騰
本

１
通

（
６
か
月
以
内
の
も
の
）

○
写
真

１
枚

（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

○
本
人
確
認
書
類

注
意
事
項

【
写
真
の
規
格
（
単
位
㎜
）】

・
ふ
ち
な
し
、
正
面
向
き
、
無
帽
、
無

背
景
で
顔
が
は
っ
き
り
と
写
っ
て
い

る
も
の
（
カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
可
）

【
受
付
で
き
な
い
写
真
】

○
背
景
と
人
物
の
境
目
が
わ
か
り
に
く

い
も
の
、
椅
子
等
の
背
景
が
あ
る
も
の
。

○
色
の
つ
い
た
メ
ガ
ネ
や
レ
ン
ズ
に

光
が
反
射
し
て
い
る
も
の
。
フ
レ
ー
ム

が
目
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
。
カ
ラ
ー

コ
ン
タ
ク
ト
を
着
用
し
て
い
る
も
の
。

○
髪
が
目
に
か
か
っ
た
り
、
ヘ
ア

バ
ン
ド
、
マ
ス
ク
な
ど
で
頭
部
や

顔
な
ど
が
か
く
れ
て
い
る
も
の
。

○
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
、
マ
フ
ラ
ー
等
で

あ
ご
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
。

※
ボ
ッ
ク
ス
写
真
等
で
お
撮
り
に

な
る
場
合
、
規
格
に
注
意
。

【
本
人
確
認
書
類
（
原
本
に
限
る
）】

◆
以
前
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
失
効
し
て
い
て
も

お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

受

領

○
申
請
者
本
人
以
外
受
け
取
り
不
可
。

○
受
領
の
際
は
、
申
請
時
に
お
渡
し
す

る「
旅
券
引
替
書
」と「
手
数
料
（
収

入
証
紙
・
収
入
印
紙
）」が
必
要
。

○
収
入
印
紙
と
栃
木
県
収
入
証
紙
は

住
民
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
２
６

５７

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

無
償
給
付

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
年
７

月
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
移
行
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
準
備
が
必
要
で
す
（
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
だ
け
で
は
視
聴
で
き
ま
せ

ん
）。経

済
的
な
理
由
で
地
デ
ジ
放
送
を

視
聴
で
き
な
い
世
帯
に
は
、
簡
易
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
し
て
い
ま

す
。

対

象

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

申
込
受
付
期
間

月

日
ま
で

１２

２８

問
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

撒
０
５
７
０‐０
３
３
８
４
０

計
栃 木 県
収入証紙

収入印紙種 類

１６,０００円２,０００円１４,０００円１０年有効旅券

１１,０００円２,０００円９,０００円
５年有効旅券

（１２歳以上の場合）

６,０００円２,０００円４,０００円
５年有効旅券

（１２歳未満の場合）

９００円２００円７００円
記載事項の
訂正申請

２,５００円５００円２,０００円
査証欄の
増補申請

お知らせ

（5）

運転免許証、写真付き住民基本台帳
カード、パスポート（失効後６ヶ月
以内のものを含む）等

１点でよいもの

健康保険証、国民健康保険証、共
済組合員証、船員保険証、厚生年
金手帳（証書）、国民年金手帳
（証書）、船員年金手帳（証書）、
共済年金証書、介護保険証、恩給
証書、印鑑登録証＋実印

Ａ

欄

２点で確認できるもの
（注意）組み合わせは（Ａ
＋Ａ）または（Ａ＋Ｂ）
です。Ｂの２点では受付
できません。
※ 該当するものがないな
どの場合は事前にご相談
ください。
※ 代理人による申請の場
合は本人分と代理人分の
両方が必要です。

失効した日本国旅券、身体障害者
手帳、医療受給者証、会社の身分
証明書（写真付）、学生証（写真
付）、公的機関発行の資格証明書

Ｂ

欄



お知らせ

（6）

Inform
ation

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

基
礎
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
へ

◆
高
齢
任
意
加
入

国
民
年
金
は
、

歳
を
過
ぎ
て
も

６０

歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

６５き
ま
す
。
受
給
資
格
期
間
の

年
を

２５

満
た
し
て
い
な
い
方
や
、

年
以
上

２５

あ
る
が
満
額
と
な
る

年
を
満
た
し

４０

て
い
な
い
方
が
、

歳
か
ら

歳
に

６０

６５

な
る
ま
で
の
最
大
で
５
年
間
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
、

歳
か
ら

６５

受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
付
加
年
金

第
１
号
被
保
険
者
、
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
際
に
、
基
本
額
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
上
乗
せ
さ
れ
る
年

金
額
は
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
で
す
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

男
の
料
理
教
室
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
が
基
本
の
和
食
作
り
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

初
心
者
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時

月

日（
金
）

１０

１５

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１０

３０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
の
男
性

募
集
人
員

先
着

名
１６

参
加
費

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー

減
塩
肉
じ
ゃ
が
、
ホ
タ

テ
と
大
根
の
サ
ラ
ダ
、
ご
は
ん
、

み
そ
汁
、
季
節
の
果
物（
予
定
）

申

込

９
月
６
日
～

日
１５

参
加
費
を
添
え
健
康
福
祉
課
へ

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
す

『
１
に
運
動

２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ

～
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
！
～
』

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

夏
バ
テ
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
欲

は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
か
？

生
活
習
慣
病
は
、
日
常
生
活
と
深

く
関
係
が
あ
り
、
健
康
の
保
持
・
増

進
の
た
め
に
は
、
運
動
習
慣
の
定
着

や
食
生
活
の
改
善
と
い
っ
た
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
確
立
が
大
切
で
す
。

今
月
は
、
１
人
１
人
が
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活

の
中
で
か
ら
だ
を
動
か
し
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
健
診

や
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
、
健
康
相

談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ご
自
分
の
か
ら
だ
と
向
き
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
日
程
等
詳
細
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
９
月
１
日
～

日
の
間
、

１７

保
健
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
て
、
大
腸

が
ん
・
乳
が
ん
予
防
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下

さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

ア
グ
リ
ツ
ア
ー

さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

で
は
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
活

動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
さ
つ
ま

い
も
の
収
穫
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

蒸
か
し
い
も
等
を
食
べ
な
が
ら
の
交

流
会
や
野
菜
の
直
売
も
あ
り
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）

１０

１６

午
前

時
～

１０

場

所

佐
川
野
地
内
の
畑

対

象

町
在
住
先
着

名
４０

（
家
族
参
加
歓
迎
）

参
加
費

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
中
学
生
以
下
無
料

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申

込

９
月

日
～

日

１３

１７

参
加
費
を
添
え
産
業
課
へ

問
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

（
産
業
課
内
）
撒（

）４
１
５
１

５７

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

日

時

月

日（
金
）

１１

１２

午
後
２
時
～
４
時

会

場

栃
木
県
自
治
会
館

申
込
期
間

月
１
日
～

日（
消
印
有
効
）

１０

１５

申
込
用
紙

９
月
１
日
以
降
に
栃
木
県
建
設
総

合
技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
上
下
水
道

課
に
て
配
布

申
込
先

〒
３
２
１‐０
９
７
４

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０‐２

栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

※
受
験
資
格
は
、
申
込
用
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７



お知らせ
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学
校
教
育
祭（
第
１
部
）

学
校
教
育
の
祭
典
、
学
校
教
育
祭

が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

纂
小
中
合
同
音
楽
会

小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
合
唱

や
合
奏
の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
各

学
校
の
練
習
成
果
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日

時

月
８
日（
金
）

１０午
後
１
時
～
４
時

分
１５

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

※
第
２
部
の
内
容
は
、
月
号
で
お

１０

知
ら
せ
し
ま
す
。

主

催

野
木
町
教
育
委
員
会

野
木
町
教
育
研
究
会

野
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

野
木
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

後

援
野
木
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡
協
議
会

問
友
沼
小
学
校

撒（

）０
０
１
７

５６

工
事
の
お
知
ら
せ

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
５

５７

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

全面通行止
中谷踏切道拡幅工事に伴い、
１０月１日（金）午前０時～
１１月末まで全面通行止めと
なります。

※ 終日、車両・歩行者・二
輪車通行止め

問
Ｊ
Ｒ
小
山
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）０
２
５
１

２２

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
５

５７

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
５

５７

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
５

５７

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

道路改良工事
１２月上旬まで

下水道工事
１２月下旬まで

舗装工事
９月中旬まで

下水道工事
１１月上旬まで

道路改良工事
１月下旬まで

道路改良工事
１１月下旬まで

下水道工事
１０月中旬まで



お知らせ
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国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

９
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で

す
（
一
部
日
程
を
追
加
し
ま
し
た
）。

日

時
①
９
月
５
・

・

日（
日
）

１２

１９

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

②
９
月

・

・

日（
土
）

１１

１８

２５

午
後
１
時
～
２
時

分
３０

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
、
在
勤
の
外
国
人

受
講
無
料

そ
の
他

①
受
講
希
望
者
は
企
画
担
当
へ
電

話
を
す
る
か
、
公
民
館
窓
口
で

申
込
む
。

②
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ら
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

撒（

）２
９
３
９

５７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
規
会
員
入
会
説
明
会

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
規
会
員
の
募
集
説
明
会
を
左
記
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

（
※
申
込
の
う
え
ご
参
加
下
さ
い
）

会
員
入
会
資
格
は
、
歳
以
上
の

６０

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、及
び

野
木
町
在
住
の
方
で
す
。

日

時

９
月

日（
火
）

２１

午
後
２
時
～
３
時

分
３０

場

所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）２
１
３
７

５６

腐
葉
土
・
マ
ル
チ
ン
グ
材
販
売

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
就
業
の
場
の
確
保
及
び
環

境（
ゴ
ミ
減
量
化
）へ
の
取
り
組
み
事

業
と
し
て
、公
園
等
で
発
生
す
る
落

葉
と
植
木
剪
定
等
で
発
生
す
る
枝
葉

を
粉
砕
し
た
物
を
混
合
し
腐
葉
土
と

し
て
加
工
、ま
た
太
い
枝
は
チ
ッ
プ

化
し
マ
ル
チ
ン
グ
材（
鉢
の
保
湿
材・

草
の
発
生
抑
制・通
路
の
泥
よ
け
に

利
用
可
）と
し
て
生
産・販
売
し
て
お

り
ま
す
。

販
売
場
所

野
木
町
佐
川
野
旧
堆
肥
セ
ン
タ
ー

野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

販
売
日

毎
週
木
曜
日・午
前（
祝
日
除
く
）

※
事
前
に
電
話
連
絡
の
う
え
ご
来

所
下
さ
い
。無
く
な
り
次
第
終
了
。

販
売
価
格

▽
腐
葉
土

一
袋（
約

㍑
入
）

１
５
０
円

２０
袋
代
別
途
二
袋
で

円
５０

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
平
積
み

１
０
０
０
円

２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
一
台
平
積
み

２
０
０
０
円

▽
マ
ル
チ
ン
グ
材

一
袋（
約

㍑
入
）

１
５
０
円

１０

▽
配
達
料
金（
町
内
限
定・車
輌
の
入

る
と
こ
ろ
ま
で
）

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
一
回１

０
０
０
円

２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
一
台
一
回

１
５
０
０
円

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）２
１
３
７

５６
姉（

）２
０
５
４

５７

Inform
ation



15.7％
35.5％

約2.3倍

挙社会復帰率の比較渠

救急隊が到着後に除細動を実施 市民が現場で除細動を実施

※一般市民により目撃された、心原性の心肺停止症例においての比較
２００７年値

お知らせ

（9）

9
月
9
日
は
救
急
の
日

～
あ
な
た
に
も
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
～

身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当

病
気
や
け
が
の
中
に
は
、短
時
間

の
う
ち
に
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
る
、

い
わ
ゆ
る「
心
肺
停
止
」に
な
っ
て
し

ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。心
肺
停
止

に
な
っ
て
も
、何
の
後
遺
症
も
な
く

社
会
復
帰
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

社
会
復
帰
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
、

「
救
命
の
連
鎖
」
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、

①
迅
速
な
１
１
９
番
通
報

②
迅
速
な
心
肺
蘇
生
法

③
迅
速
な
除
細
動（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、心

臓
の
け
い
れ
ん
を
止
め
る
）

④
迅
速
な
医
療
処
置

の
４
つ
の
要
素
を
途
切
れ
る
こ
と
な

く
つ
な
げ
、命
を
助
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。こ
の
う
ち
最
初
の
３
つ

を
、一
番
身
近
に
い
る
皆
さ
ん
が
行

う
こ
と
で
、よ
り
一
層
、社
会
復
帰
率

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

消
防
署
で
は
、年
４
回
の
一
般
公

募
普
通
救
命
講
習
や
年
１
回
の
上
級

救
命
講
習
の
ほ
か
、要
望
に
応
じ
て

各
事
業
所・
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
消
防
署・
分
署
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
鎧

年
中
の
小
山
市
消
防
署
に
お
け

２１
る
救
急
搬
送
人
員
は
、５
７
２
８
人

で
、そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
入
院
を

必
要
と
し
な
い
軽
症
者
で
し
た
。

現
在
６
台
の
救
急
車
を
運
用
し
て

い
ま
す
が
、軽
い
け
が
や
緊
急
性
が

無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急
車
を
利

用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、本

当
に
緊
急
を
要
す
る
方
へ
の
対
応
の

遅
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
本
来
、命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
病
気
や
け
が
の
方
を
、一
刻

も
早
く
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。体
調
が
優
れ
な
い
時
や
、お

子
さ
ん
の
具
合
が
悪
い
時
な
ど
は
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、早

め
に
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
診
察
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
０

消
防
本
部
で
は
、「
救
急
の
日
」に

合
わ
せ
救
急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

突
然
の
事
故
や
病
気
な
ど
の
と
き
、

救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
必
要
な
応
急
手
当
を
実
際
に
体

験
し
て
頂
き
、応
急
手
当
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、知
識
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

日

時

９
月

日（
土
）

１１

午
前

時
～
午
後
１
時

１０

会

場
イ
オ
ン
小
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

サ
ク
ラ
コ
ー
ト

内

容

産
応
急
手
当
実
演
及
び
体
験

（
A
E
D
使
用
を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
）

産
パ
ネ
ル
、ポ
ス
タ
ー
展
示

産
応
急
手
当
Ｐ
Ｒ
用
品
配
布

産
車
両
展
示

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

一般市民の適切な応
急手当が重要です



第

回
渡
良
瀬
遊
水
地

１１
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

題

材

遊
水
地
の
風
景・動
植
物・

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
等

応
募
規
定

・
遊
水
地
内
で
撮
影
し
た
未
発
表
の

も
の
で
、
単
写
真
に
限
る
。
た
だ

し
、
立
入
禁
止
区
域
内
で
撮
影
し

た
作
品
は
対
象
外
。

・
撮
影
時
期
は
不
問
。

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
四
つ
切
に
限

る
。（
ワ
イ
ド
可
）

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
使
用
作
品
も
可
。

・
銀
塩
プ
リ
ン
ト
に
限
る
。（
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
不
可
）

・
合
成
や
事
実
を
変
え
る
よ
う
な
加

工
は
不
可
。

・
個
人
が
特
定
で
き
る
人
物
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
は
、
肖
像
権
の
侵

害
に
な
ら
な
い
よ
う
了
解
を
得
る
。

・
プ
ロ
、
ア
マ
の
別
は
不
問
。

・
作
品
の
裏
面
中
央
に
必
要
事
項
を

記
入
し
た
応
募
票（
コ
ピ
ー
可
）を

貼
付
。（
の
り
付
け
は
不
可
）

応
募
枚
数

制
限
な
し

賞
は
１
人
１
賞

応
募
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

３０

（
消
印
有
効
）

審
査
員

写
真
家

吉
野
信
氏

賞
酸
最
優
秀
賞
１
点
（

万
円
・
賞

１０

状
・
副
賞
）
酸
優
秀
賞
２
点
（
３

万
円
・
賞
状
・
副
賞
）
酸
準
優
秀

賞
３
点（
２
万
円・賞
状・副
賞
）他

問
渡
良
瀬
遊
水
地

ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

撒
０
２
８
２（

）１
１
６
１

６２

〒
３
２
３
‐
１
１
０
４

栃
木
市
藤
岡
町
藤
岡
１
７
７
８

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

９
月

日（
木
）

１６

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
４
０
４
会
議
室

小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験

平
成

年
４
月
に
入
学
す
る
防
衛

２３

大
学
校
等
各
種
学
生
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

受
付
期
間

９
月
６
日
～

月
１
日

１０

興
防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格

高
卒（
見
込
含
）
歳
未
満
の
者

２１

試
験
日（
１
次
試
験
）

月
６・７
日

１１

会

場
國
學
院
栃
木
教
育
セ
ン
タ
ー（
栃
木
市
）等

興
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格

高
卒（
見
込
含
）
歳
未
満
の
者

２１

試
験
日（
１
次
試
験
）

月
・
日

１０

３０
３１

会

場
宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎（
宇
都
宮
市
）

興
看
護
学
生

応
募
資
格

高
卒（
見
込
含
）
歳
未
満
の
者

２４

試
験
日（
１
次
試
験
）

月

日

１０

２３

会

場
宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎（
宇
都
宮
市
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
７
６
３

２５

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

整
備
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
事
業
者

募
集
に
つ
い
て
、
内
容
に
変
更
が
生

じ
た
た
め
再
度
、
施
設
の
整
備
・
運

営
を
行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
定
員

名
、
３
ユ
ニ
ッ
ト
）

２９

募
集
期
間

月

日
～

日

１１

１５

２６

※
土
日
祝
日
は
除
く

午
前
９
時
～
午
後
４
時

応
募
要
項
等
の
配
布

９
月
６
日
か
ら

日
３０

※
土
日
祝
日
は
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

※
説
明
会
を
９
月

日（
水
）に
行
い

１５

ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
３

５７

お知らせ

（10）

Inform
ation



秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す

期

間

９
月

日
～

日

２１

３０

運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
）

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ
運
動
の

実
行

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
第
１
～
６
類
）・丙
種

試
験
日

月
７
日（
日
）

１１

会

場

白
鷗
大
学

受
付
期
間

９
月
６
日
～

日
１７

願
書
提
出

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

①
小
山
市
消
防
本
部
に
持
参

②
苛
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木

県
支
部
へ
郵
送

そ
の
他

受
験
案
内
・
受
験
願
書
・
手
数
料

払
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
・
消
防

署
・
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部
予
防
課

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

公

証

制

度

‐
遺
言
や
契
約
は
公
正
証
書
で
‐

月
１
日
～
７
日
は
、法
務
省
等

１０
主
催
の「
公
証
週
間
」で
す
。高
齢
者

問
題・後
見
や
遺
言
で
お
悩
み
の
方

は
、ぜ
ひ
お
近
く
の
公
証
役
場
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。い
つ
で
も
無
料
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
小
山
公
証
役
場

撒
０
２
８
５（

）４
５
９
９

２４

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」

日

時

毎
月

日
午
前
８
時
～

１０
日
午
前
８
時（

時
間
）

１１

２４

相
談
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

撒
０
１
２
０（
７
３
８
）５
５
６

相
談
内
容

自
殺
予
防
相
談
（
死
に
た
い
、
死

の
う
と
思
っ
て
い
る
。
生
き
て
い
る

意
味
が
な
い
な
ど
。
ま
た
、
周
囲
に

こ
の
よ
う
な
人
が
い
る
と
き
な
ど
。）

問
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

撒
０
２
８（
６
２
２
）７
９
７
０

法
の
日
合
同
無
料
相
談
会

日

時

月
３
日（
日
）

１０午
前

時
～
午
後
３
時

１０

会

場

道
の
駅
思
川

相
談
内
容

相
続
登
記
、
保
存
登
記
、
土
地
境

界
、
測
量
、
農
地
転
用

ほ
か

問
司
法
書
士
会
小
山
支
部

撒
０
２
８
５（

）９
２
３
４

４５

土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

撒
０
２
８
５（

）１
２
３
５

２７

行
政
書
士
会
小
山
支
部

撒
０
２
８
５（

）３
０
９
０

３２

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」

電
話
相
談
開
設

９
月
６
日
～

日
の
一
週
間
を
全

１２

国
一
斉「
高
齢
者・障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
と
し
て
、

高
齢
者・障
が
い
者
に
対
す
る
暴
行・

虐
待
等
、様
々
な
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
間
中
は
、高
齢
者・障
が
い
者
の

人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員

が
担
当
し
ま
す
。相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。安
心
し
て
ご
相
談

下
さ
い
。

日

時

９
月
６
日
～
９
月

日
１２

午
前
８
時

分
～
午
後
７
時

３０

（
土・日
は
午
前

時
～

１０午
後
５
時
）

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

撒
０
２
８（
６
２
３
）０
９
２
６

栢

栢

栢

（11）

お知らせ

お
詫
び
と
訂
正

８
月
号
表
紙
に
『
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｙ
』
と
あ
る
の

は
『
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
』
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



（12）

茅
が
ん
ば
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節

六
年

寺
田

て
ら
だ

悠
人

ゆ
う
と

特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
ソ

ー
ラ
ン
節
で
す
。
約
二
週
間
前
か

ら
練
習
を
始
め
ま
し
た
が
、
で
き

る
か
心
配
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
股
関
節
を
や

わ
ら
か
く
す
る
た
め
に
、
毎
晩
ス

ト
レ
ッ
チ
を
や
っ
た
結
果
、
上
手

に
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
番
が
終
わ
っ
た
時
の
拍
手
が

と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

何
で
も
や
れ
ば
出
来
る
こ
と
を
、

こ
の
運
動
会
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

茅
ソ
ー
ラ
ン
節五

年

田
村

た
む
ら

菜
美

な
み

私
が
ソ
ー
ラ
ン
節
で
一
番
難
し

か
っ
た
の
は
手
に
力
を
入
れ
て
踊

る
こ
と
で
す
。
練
習
で
は
、
次
の

動
き
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
踊

り
を
間
違
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
で
練
習
し
た
り
、
放

課
後
友
だ
ち
と
校
庭
で
練
習
し
た

り
し
た
の
で
、
本
番
で
は
元
気
よ

く
力
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
く
て
、
心
に
残
り
ま
し

た
。

茅
緊
張
し
た
応
援
合
戦

六
年

藤
井

ふ
じ
い

璃
子

り

こ

私
は
、
白
組
応
援
団
の
副
団
長

を
務
め
ま
し
た
。
応
援
団
は
六
年

生
し
か
出
来
な
い
の
で
、
以
前
か

ら
『
六
年
生
に
な
っ
た
ら
や
り
た

い
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
で
き
る
か
心
配
だ
っ

た
の
で
、
た
く
さ
ん
練
習
を
し
ま

し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
本
番

で
は
、
元
気
よ
く
失
敗
せ
ず
に
大

き
な
声
で
出
来
た
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

小
学
校
生
活
の
最
後
の
運
動
会

で
よ
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

満
足
し
ま
し
た
。

茅
運
動
会

三
年

渋
谷

し
ぶ
や

愛
理

あ
い
り

わ
た
し
は
、
う
ん
ど
う
会
で

「
回
っ
て
回
っ
て
」
が
一
番
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
三
・
四

年
生
の
み
ん
な
が
、
き
ょ
う
力
し

て
や
る
き
ょ
う
ぎ
だ
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
、
さ
い
後
に
カ
ラ
ー
コ

ー
ン
の
ま
わ
り
を
一
回
り
す
る
の

が
た
い
へ
ん
で
し
た
。
で
も
力
を

合
わ
せ
た
の
で
、
早
く
竹
を
次
の

人
た
ち
に
わ
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
か
つ
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

茅
運
動
会
の
思
い
出

四
年

植
竹

う
え
た
け

真
綺

ま

き

わ
た
し
は
、「
回
っ
て
回
っ
て
」

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

三
年
生
と
四
年
生
の
合
同
で
行

い
ま
し
た
。
私
は
、
四
年
生
の
一

番
始
め
と
ア
ン
カ
ー
を
や
り
ま
し

た
。
特
に
、
四
年
生
は
カ
ラ
ー
コ

ー
ン
を
一
こ
一
こ
回
る
の
で
大
変

で
し
た
。

茅
は
じ
め
て
の
う
ん
ど
う
か
い

一
年

す
と
う

だ
い
ち

ぼ
く
は
、
つ
な
ひ
き
で
、
白
ぐ

み
に
ず
り
ず
り
が
ち
し
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

力
い
っ
ぱ
い
ひ
っ
ぱ
り
ま
し
た
。

赤
ぐ
み
が
ゆ
う
し
ょ
う
し
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

茅
が
ん
ば
っ
た
運
動
会

二
年

諏
訪

す

わ

千
咲

ち
さ
き

「
く
ぐ
っ
て
、
入
っ
て
、
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
！
」
を
一
生
け
ん
め
い
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
ネ

ッ
ト
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
次
に
ボ

ー
ル
を
か
ご
に
入
れ
ま
し
た
。
さ

い
ご
に
フ
ラ
フ
ー
プ
を
ま
わ
し
て

ゴ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
た
。
私
は
一

位
で
し
た
。

ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
が
ん
ば
っ

て
お
ど
り
ま
し
た
。

さ
い
ご
は
、
リ
レ
ー
で
女
子
赤

組
の
Ｂ
チ
ー
ム
が
ゆ
う
し
ょ
う
し

ま
し
た
。

～
運
動
会
特
集
～

（
６
月
５
日
実
施
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

《
み
ん
な
で
作
ろ
う

野
木
小

レ
ジ
ェ
ン
ド
》

茅
う
ん
ど
う
か
い

一
年

せ
き

な
る
み

わ
た
し
は
、「
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
の
ダ
ン
ス
を
お
ど
っ
た
の
が

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
れ
ん
し
ゅ

う
の
と
き
と
お
な
じ
よ
う
に
、
み

ん
な
に
こ
に
こ
し
て
お
ど
り
ま
し

た
。

がっこうがっこう
野
木
小
学
校

つなひき

敬老者と玉入れ

「応援団」宣誓ソーラン節
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野　木　町

教委だより
平
成
二
十
二
年
九
月

第
一
号

教委だより発刊にあたって 野木町教育長　中 野  晴 永　
　野木町町民の皆様には、日頃より教育委員会の諸事業に深いご理解とご支援、ご協力頂き、心
より感謝申しあげます。お陰様で、今野木町の学校教育はたいへん充実し、子どもたちも落ち着
いた雰囲気の中で学習やスポーツに元気いっぱい取り組み、バランス良く力をつけております。
また、生涯学習面でも、町民の皆様が老若男女仲睦まじく色々な分野で意欲的に活動し、挑戦を
続けていることは、町長の唱える「小さくともキラリと光る町」を実際の姿で示しているもので
あり、とても素晴らしいことだと思います。そうした活動の状況やお知らせ等は、町の広報や各
学校からの学校だよりで随時お伝えしているところですが、紙面が限られていたり地域限定とい
う制約の中で、町全体の教育情報が良く伝わっていないことを反省しております。そこで、私は
以前から「教育委員会報」の発行を考えていましたが、この度第１号を発刊できる運びとなりま
した。
　今後年３～４回程度の発行を目指して、教育の今日的課題や町教委の基本的な考え方・活動状
況のご紹介など肩の凝らない形でお知らせしていこうと思っておりますので、ご意見やご提言を
お寄せいただければ幸いです。
　第１号は、先ずはお目通りということで、「教育委員会の紹介号」といたしました。

　 課　名　 　　　　　係　名　　　　　　　　　主な業務
こども教育課　　　庶 務 管 理 係　⇒　施設等財産管理、規則、広報
　　　　　　　　　学 校 教 育 係　⇒　学校教育全般
　　　　　　　　　子 育 て 支 援 係　⇒　児童福祉関係、児童館、学童保育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼児教育等
　　　　　　　　　保 育 管 理 係　⇒　保育所の管理、入退所事務

生 涯 学 習 課　　　生 涯 学 習 係　⇒　社会教育関係全般、文化財保護

　　　　　　　　　スポーツ振興係　⇒　スポーツ関係全般、スポーツ施設管理

公 　 民 　 館　　　公　民　館　係　⇒　公民館の管理運営等　　

図 　 書 　 館　　　図　書　館　係　⇒　図書館に係る業務全般

丸 林 保 育 所　　　　　　　　　　　⇒　児童の保育

☆　保育所や学童保育等、他市町では福祉部門で扱っているものも、野木町では教育委員会の管
轄とし「子どもに関することは全部教育委員会で」と、わかり易くしたのが本町の特色です。
その結果、幼・保・小・中の一貫した教育が進めやすくなり、情報交換など各機関の連携が
とりやすくなりました。

☆　毎月教育委員による「教育委員会定例会」を開くほか、「事務局連絡会」を開いて意思の疎通
を図り「子どもたちのため」「町民のため」を合言葉に頑張っています。

野木町教育委員会組織図

教 育 委 員 会

その他事務局内開設
　・適応指導教室
　・教育相談
　・幼児ことばの教室
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生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
係

実
年
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　「
地
域
で
活
動
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
近
年
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

六
十
歳
前
後
の
方
な
ど
へ
講
座
等
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
生
き
が
い

の
発
見
や
仲
間
作
り
を
応
援
し
ま
す
。

そ
し
て
人
生
で
培
っ
て
き
た
能
力
・
技

能
を
生
か
し
、
公
民
館
講
座
の
自
主
運

営
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
そ
の
力
を
地

域
へ
還
元
で
き
る
よ
う
な
土
壌
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

若
い
力
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　「
公
民
館
に
は
、
若
い
人
が
い
な
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
久
し
く
な
り
ま

す
。
青
年
層
を
対
象
に
、
仲
間
づ
く
り

が
で
き
る
講
座
等
を
開
催
し
た
り
、
ま

た
、
実
際
に
企
画
を
考
え
て
運
営
し
て

も
ら
い
ま
す
。

こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　 

　庶
務
管
理
係

　
学
校
の
校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
の
施

設
管
理
及
び
教
育
委
員
会
に
関
す
る
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
友
沼
小
・
佐
川

野
小
・
南
赤
塚
小
の
校
舎
耐
震
補
強
工

事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　学
校
教
育
係

　
県
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
教

職
員
の
人
事
や
学
校
教
育
の
指
導
及
び

児
童
・
生
徒
の
就
学
等
に
関
す
る
事
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
支
援
係

　
学
童
保
育
・
児
童
館
に
関
す
る
こ
と

や
、
児
童
・
生
徒
の
就
学
相
談
・
児
童

虐
待
防
止
等
、
こ
ど
も
を
見
守
り
支
援

す
る
観
点
に
立
ち
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　保
育
管
理
係

　
認
可
保
育
所
へ
の
入
退
所
の
受
付
及

び
保
育
料
の
徴
収
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
時
預
か
り
や
休
日
保
育
、
延
長

保
育
な
ど
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

図

　書

　館

　
　
　
　
　
　
　
　 

　「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
っ
て
？

　
み
な
さ
ん
は
図
書
館
と
聞
い
た
と
き

に
、
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？ 

本

を
読
ん
だ
り
、
借
り
た
り
、
勉
強
し
た

り
す
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
ま
す
か
？

　
確
か
に
、
そ
う
い
う
利
用
が
一
番
多

い
の
で
す
が
図
書
館
に
は
も
う
一
つ
大

切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
利
用
者
が
知
り
た
い
情
報

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
資
料
を
保
存
・
整

理
し
て
お
き
、
必
要
な
時
に
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
何
か
を
調
べ
る
時
に
、
ど
う
や
っ
て

調
べ
た
ら
い
い
か
。
何
を
見
れ
ば
い
い

の
か
。
こ
う
し
た
利
用
者
の
相
談
に
対

応
す
る
こ
と
を
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と

い
い
、
地
域
の
方
に
情
報
を
提
供
す
る

と
い
う
、
図
書
館
の
大
切
な
役
割
の
一

つ
で
す
。

　
も
し
、
必
要
な
資
料
が
図
書
館
に
無

か
っ
た
ら
、
近
隣
の
図
書
館
や
県
立
図

書
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
可
能
で

す
し
、
更
に
は
大
学

図
書
館
や
国
会
図

書
館
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
青
年
同
士
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
そ

し
て
何
よ
り
参
加
者
に
楽
し
ん
で
貰
う

こ
と
に
よ
り
、
人
生
の
友
に
出
会
い
、

人
生
の
糧
に
な
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

子
ど
も
の
体
力
向
上

　
子
ど
も
の
体
力
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
通
じ
、
そ
の
低
下
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
上
昇
傾
向
に
転
ず
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
充
実

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
の
為
、

出
来
る
限
り
早
期
に
成
人
の
週
一
回
以

上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
が
五
〇
％
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

保

　育

　所

　
子
ど
も
の
持
つ
可
能
性
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
保
育
所
及
び
元
気
な
体
づ
く

り
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
保
育
所
を

目
指
し
ま
す
。
な
お
、
保
育
目
標
は
、

「
丈
夫
な
体
と
豊
か
な
心
の
幼
児
育

成
」
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
策
と
し
て

①

　読
書
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目

　
　指
し
ま
す
。

②

　集
中
力
・
リ
ズ
ム
感
・
感
性
を
育

　
　て
ま
す
。

③

　自
分
の
体
に
興
味
や
関
心
を
持
た

　
　せ
ま
す
。



グラウンドゴルフ 
協会大会

期　日　９月１５日（水）
会　場　あじさい公園
対　象　町在住在勤者

問平田義美　　　　　　撒（５７）３８４３

のぎスポレクフェスタ２０１０　　 

 　　　シニアゴルフ大会・ 
レディースゴルフ大会

期　日　１０月２０日（水）
会　場　都賀カンツリー倶楽部
対　象
　町在住在勤者及びその紹介者
　シニア（６０歳以上）
　レディース（年齢制限なし）
定　員　１００人
　　　　（シニア・レディース計）
競　技　新ペリア方式
参加料　１０００円
　※プレー費等は各自負担
申込期間　９月６日～２４日
申込方法
　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
　開館中に、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

日　時　９月３日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森

日　時　９月１４日、２１日、２８日（火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ

日　時　９月１８日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
図書館職員

こども映画会

「とんがり帽子のメモル」
日　時　９月２５日（土）
　　　　午後２時～３時４０分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館巡回日程

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオテ
ープの貸し出しは行っていません。
９/８　南赤塚小　13:00～14:00
９/９　野木小　　13:00～14:00
９/１４　佐川野小　13:05～13:50
９/２２　友沼小　　13:00～14:00
９/３０　新橋小　　12:50～13:35

新着図書案内
＜一般書＞
○バイバイ、ブラックバード
　　　　　　　　　　（伊坂幸太郎）
○悪貨　　　　　　　　（島田雅彦）
○プラチナデータ　　　（東野圭吾）
○おいしく食べよう　（栗原はるみ）
○とちぎの魚の図鑑　（下野新聞社）
○大谷採石場不思議な地下空間
　　　　　　　　　　　　（随想舎）

＜児童書＞
○みんなで！どうろこうじ
　　　　　　　　　　　（竹下文子）
○ダヤンのアベコベアの月
　　　　　　　　　　　　（白泉社）
○はじまりの日　　　　（岩崎書店）
○海獣図鑑　　　　　　　（文溪堂）
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水彩画初心者教室

　町文化協会美術部主催の初心者対
象講座です。
　子供の頃、中学生の頃、絵を描い
た思い出は誰にでもあると思います。
今大人になって絵を見ることがあっ
ても「どうも描くのは苦手」そんな
思い、ほんの少し勇気を出して絵を
描いてみましょう。眠っている才能
が花開くことでしょう。

日時・内容　プログラム参照
　　　　　　(全５回)
講　師　中山 宏 さん
　　　　（小山市遊彩会長）
場　所　町公民館　
対　象　町在住在勤者で
　　　　水彩画初心者の方
定　員　先着１５名
受講料　１５００円
持ち物　水彩用具
　　　　（絵具・筆・筆洗い）
申込期間　９月１３日～１７日
申込方法　受講料を添え町公民館へ

問文化協会美術部　多田　美一
　　　　　　　　　　　撒（５６）０２５９

パソコン初心者講座

　町公民館では、初心者対象パソコ
ン講座を開講します。パソコンを始
めてみようという方はぜひご参加く
ださい。

日時・内容　プログラム参照
　　　　　　(全４回)
講　師　ＳＢＣパソコンゼミナール
　　　　藤井 一男 さん
会　場　町公民館第４研修室
対　象　町在住在勤者
定　員　先着１０名
受講料　５００円(テキスト代)
申込期間　９月６日～１０日
申込方法
　受講料を添え生涯学習課へ

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

（14）

プログラム

内　容日　時回

産パソコン基本講座

・基礎知識、マウス操作、

　文字入力など

９/２８（火）１

産ワード入門

・文書作成、文書編集機能

　など

９/３０（木）２

産写真入り年賀状作成

・デジカメの基本的な使い方

・パソコンへの写真取込

・写真やイラストを挿入し

　た年賀状（裏面のみ）作成

１０/４（月）３

１０/５（火）４

※各回午前９時３０分～１１時３０分

※昨年と同内容です。すでに受講された方

　はご遠慮ください。

※内容変更の場合があります。

プログラム

内　容日　時回

☆オリエンテーション

　（開講式・日程等）

１．水彩画法とは

２．用具について

３．果物（キウイ）を

　　描いてみよう→着彩します

１０/２（土）１

☆野菜（トマト）を

　描いてみよう

（トマト２個持参下さい）

１０/９（土）２

☆花（ガーベラ）を

　描いてみよう

（身近にある花１点

　持参下さい）

１０/１６（土）３

☆風景は樹木から

　成り立っています

（役場内の樹木を

　スケッチしよう）

１０/２３（土）４

☆描けました、飾って

　鑑賞会

（自分の分身のお披露目です）

　公民館ロビー展を開催します

１１/６（土）５

※各回午前９時３０分～正午

※画用紙・鉛筆・消しゴムは用意します。

※内容変更の場合があります。



いけばな

伝統文化こども教室

　「いけばな伝統文化子ども教室」
は文化庁委託事業です。
　昨年度に引き続き今年度もこども
向けの生け花教室を開催します。
　季節の花を手にとって楽しく活け
てみませんか。ぜひご参加ください。

日時・内容　プログラム参照
　　　　　　(全１０回)
場　所　町公民館幼児室
講　師　小原流華道教授　５名
対　象　小学１年生～中学３年生
定　員　先着３０名
花材費負担　１回６００円　初回に１０
　　　　　　回分 ６,０００円を全納
申込期間　９月３０日まで
申込方法　申込書を町公民館に持参

問山中三枝子　　　　   撒（５６）２０２６
　村上君子　　　　　   撒（５７）２６９７

親子自然観察教室 

 「うきうき！バードウォッチング♪」

　秋風がさわやかな１０月、自転車に
乗って講師が知る秘密のバードウォ
ッチングスポットに親子で行ってみ
ませんか？珍しい野鳥を見ることが
できるかも！？バードウォッチング
が終わったあとは、お弁当を食べて、
親子の絆の強さを再確認してくださ
い。

日　時　１０月９日（土）
　　　　午前９時～１１時３０分
　　　　（雨天中止の場合あり）
場　所　渡良瀬遊水地
　　　　（現地集合解散）
講　師　一色 安義 さん
　　　　（日本野鳥の会会員）
対象・定員
　　　　野木町在住の自転車に乗れ
　　　　る小学生とその親　１０組
参加無料
申込期間　９月６日～１７日
※  定員になり次第受付終了
申込方法　町公民館へ（電話可）
※  自転車、双眼鏡、図鑑は現地にて
　借用します。
※  お弁当を食べる場合、各自でご持 
　参ください。

問町公民館　　　　　   撒（５７）４１８８

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日　時　９月９日（木）
　　　　　午後１時～４時
　　　　９月１８日（土）
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
会　場　町公民館第４研修室
申込不要
※　日程変更もあります。公民館掲示 
　板で確認するか、問い合わせてく 
　ださい。

問町公民館　　  　　　  撒（５７）４１７７

親子の絆を深めよう 

 親子デイキャンプ

　親子のふれあいが薄れがちになっ
ていませんか？
　家族みんなで楽しくバーベキュー
をし、コミュニケーションを図りま
しょう。

日　時　９月２３日（木）
　　　　午前１０時～午後３時
※  雨天時、会場が使用できなくなる 
　ため、中止。
会　場　ネーブルパーク
　　　　（町公民館から送迎を希望 
　　　　される方は、午前９時３０分 
　　　　に町公民館へ集合してくだ 
　　　　さい）
対　象　町内在住の親子（小学生以
　　　　下の子どもとその親）
参加料　大人２，０００円
　　　　小学生１，５００円
　　　　小学生未満～３歳１，０００円
　　　　３歳未満無料
定　員　先着２０名
申込期間　９月６日～１４日
申込方法　町公民館へ

問町公民館　　　　　   撒（５７）４１８８
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　 ULTUREC

プログラム

内　容日　時回

開講式

道具・花材の扱い方

花を活けてみよう

１０/９（土）１

基本実技１０/２３（土）２

　　〃１１/１３（土）３

　　〃１１/２７（土）４

クリスマス花１２/１１（土）５

お正月花１２/２５（土）６

基本実技
Ｈ２３

１/１５（土）
７

　　〃１/２９（土）８

自由に活けてみよう２/５（土）９

自由に活けてみよう

閉講式
２/１２（土）１０

※各回午前１０時～正午

※花器・はさみ等は用意します。

※内容変更の場合があります。



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440

恭新橋児童館

算ママの時間（ちびっ子クラブ）

　かわいい我が子のために、お母さ

んの愛情たっぷり 樺オリジナルmy

ちゃわん 樺を一緒に作っちゃおう！

日　時　９月３日（金）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　乳児と保護者

参加費　５００円（材料費として）

申　込　８月２６日までに代金を添

　　　　えて直接児童館へ

算お話しましょ！！

　お母さんを交え、みんなで楽しい

時間を過ごしましょう。今回は、先

日児童館職員が医療福祉大学の研修

を受講してきた時の、とってもよい

話なども話題にして行きたいと思い

ま～す。

日　時　９月１０日（金）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　幼児と保護者

参加無料

申　込　当日直接児童館へ

算工作教室

　自分だけの〔紙トンボ〕を作って、

みんなで飛ばしちゃおう屈屈屈

日　時　９月１４日（火）

　　　　　～１６日（木）下校後

対　象　全児童

参加無料

申　込　当日直接児童館へ

算おはなし・おはなし

　みんなー！　あつまれッ！！

　指人形のステキなステージを使っ

て、指人形劇が始まるよ～☆

　今回は何が出てくるかな…？

日　時　９月１７日（金）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者

参加無料

申　込　当日直接児童館まで

算みんなで遊ぼう！

　楽しい歌やリズムに乗って、みん

なで歌ったり、踊ったり、手作り楽

器に触れたりしながら１時間楽しく

過ごそう！

日　時　９月２８日（火）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者

参加無料

申　込　当日直接児童館へ

憲　　　憲　　　憲

新橋児童館はこちらです

恭あかつか児童センター

算おはなしランド

　今回のお話しランドは映画会です。

素敵なお話しを映写機で楽しみまし

ょう。

日　時　９月３日（金）　

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者

参加無料

参加申込　児童センターへ（電話可）

算ぴよぴよぐみ

　楽しかった夏を水遊びで締めくく

ろう！！

日　時　９月６日（月）

　　　　午前１０時３０分～１１時

対　象　０歳～１歳６か月の親子

参加無料

申込方法　児童センターへ（電話可）

算トランポリン教室（幼児クラス）

　大人気イベント！！一度は体験し

てみてください。

日　時　９月１１日（土）・１８（土）

　　　　①午前９時～１０時

　　　　②午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　３歳以上の未就学児

参加無料

受付開始　８月２３日

　　　　　午前８時３０分～（電話可）

憲　　　憲　　　憲

あかつか児童センターはこちらです

恭合同イベント

算きらりんピック

　あかつか児童センターの体育館で

行う体育祭です。

　スポーツの秋に爽やかな汗をかき

ましょう！！

日　時　１０月９日（土）

　　　　午前１０時３０分～正午

対　象　小学生

参加無料

申　込　１０月８日までに児童館・児

　　　　童センターへ（電話可）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

野
木
駅

ヤ
オ
コ
ー

新
橋
小

↑
至
小
山

至
古
河
↓
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心も体もたくましく

　夏の忙しい蝉の声も、秋のゆったりした虫の

リズムに合わせて少しずつ変わってきましたね。

秋は、運動会シーズンです。丸林保育所では１０

月の運動会に向けて、子どもと保育士が一緒に

なって一生懸命練習に励んでいます。

　かけっこや綱引き、玉入れ、お遊戯など、子ど

もたちは各年齢に合った目標に向けて挑戦し、

一人一人が課題を克服しながら、自信と喜びを

経験していきます。

　年長児にとっては、園生活最後の運動会です。

みんなでより良いものを目指して、自分の意見

を伝えながら、友だちの意見にも耳を傾けられ

るようになります。勝ち負けのある競技では、

喜んだり、時には悔しくて涙を流したりするこ

ともあります。力を合わせるお遊戯や演技では、

息を合わせることの難しさや大切さを体験しま

す。このように互いに助け合ったり競い合った

りする中で、信頼関係を深めていきます。また、

最後までやり遂げることで、達成感や充実感を

味わいます。

　運動会を通して成長した子どもの姿は、互い

に認め合い、行動や言葉に自信や意欲が見られ、

一段と団結力も高まります。

　このような心身の成長も、そばで見守る家族

があり、子どもが意欲的に取り組んでいる姿を

尊重し、落ち込んでいる時には励ましてあげら

れる親の愛情があってこそだと思います。

　成長を実感できるひとときとは、子育ての楽

しみを実感できるひとときでもありますね。い

ろいろな変化を見逃さず、我が子を認め、いつ

までも温かく見守っていきたいものですね。

　　　　　　　　　　　丸林保育所　黒川悦子

心の健康のために

１　相談できるサポーターを持つ
　困った時には相談できる人がいる、誰か
が困っている時はさりげなく力になる。心
の健康に欠かせないのはそんなサポーター
の存在です。
　一人だけで悩んでいても、なかなか客観
視できず、堂々めぐりをしてしまいがちで
す。そんな時、信頼できる人に話すだけで
自分の考えが整理できたり、よいアイディ
アがもらえたりすることもあります。家族、
友人、同僚…　いざというときに頼りにな
る人間関係を大切にし、悩みがある時はた
めらわずに相談しましょう。
２　ＳＯＳサインを見逃さない
　サポーターを持つだけでなく自分もサポ
ーターになりましょう。身体の不調と違っ
て心の不調は本人が気づかないこともある
のです。「いつもと違うな」と思ったら早め
に声をかけてみましょう。
３　専門家に相談しましょう
　専門的なアドバイスをうけたい、第三者
の意見が聞きたいなど、身近な心の相談窓
口として利用できます。

４　心の疲れがとれない時は
　「憂うつな気分が続く」「眠れない」「食欲
がない」こんな症状が長引くときは風邪や
腹痛の場合と同様にぜひ、心の専門家に相
談してみましょう。

健康福祉課社会福祉係
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　・精神保健福祉センター撒０２８（６７３）８７８５
　・県南健康福祉センター撒０２８５（２２）６１９２
　・栃木いのちの電話　　撒０２８（６４３）７８３０
　・こころのダイヤル　　撒０２８（６７３）８３４１
　　　　　　　　　　　　撒０１２０（３０２）３６２
　　　　（フリーダイヤル月曜日午前中のみ）
　・障害者相談支援センターみらい
　　　　　　　　　　　　撒０２８０（５７）２６７３

 主な診療科名
　心療内科　心身症を中心に、身体症状など
　　　　　　のあるうつ病、神経症などを診
　　　　　　る。
　精神科　　うつ病や神経症など精神病を含
　　　　　　む心の病気全般を診る。
　メンタルクリニック
　　　　　　心身症など、心の病気全般を診
　　　　　　る。
　神経内科　頭痛、手足のしびれなど脳や神
　　　　　　経系の器質的障害によって起こ
　　　　　　る異常を診る。
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よ
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　嫁いだころの近所のあいさつは、「よかったね。手が増えて」なんて労働力の助っ

人として、家族に加わった時代。少しの農機具を頼りに、あとはすべてが手作業だっ

たころは、嫁が来るイコール労働力が増えて良かったのでしょうね。朝一番の起床。

皆が目覚める前に朝食を作る。掃除、洗濯を手早く済ませ、食事が済んだら茶してい

る間に後片付けをし、「出かけるぞー」の一声に、一緒に野良仕事に付いて行ったそ

うです。

　テーラーを運転し掘に落ちそうになったこと。

　暑い田んぼの中を這いずりまわり草を

取る。

　秋にはごちゃごちゃの田んぼの中での

がぼしがけ。

　乾燥したら家に取り込み脱穀。真っ白な

ごはんが食卓にのぼるまでには、苦労なさ

ったのだなあーと頭が下がります。

　畑には野菜等を作り雑草との戦いに汗

を流した日々。当たり前にそうして生活してきたそうです。

　子供たちと遊ぶ時間等ない。それどころか休みを待っていて手伝わせたそうです。

年に数回程の承諾を得てからの里帰り。里に帰って一番風呂を頂くのが、何よりの

幸せだったよと。家族が入り終わってから少ない、ぬるい湯に漬かった人にとって

は!!

　今はすべてが進化し、作業は機械化され、日常生活は指一本の時代になりました

が、先人達のご苦労を忘れてはいけないでしょう。

　生活は厳しくても、卑しくならない。人様に迷惑をかけないと親から教えてこら

れたバーバたち。今は豊かになった。環境は満ち足りている。すべての物はそろう。

でもなぜか不幸な豊かさのような気がします。いい事の種まきをして、次の世代に

伝える心のゆとりがないので、我慢できずキレる。なんとも寂しいことです。バーバ

たちの昔を受け継いで感謝を忘れず、生きていけたらと思います。

バーバたちの昔があって…
今がある
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Topics ～町の話題・投稿～

　

野
木
第
二
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学
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徒
会
か
ら
野
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町
煉
瓦
窯
保
存
修
復
の
た
め
に
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
が
煉
瓦
窯
に
関
す
る
集
会
を

煉瓦窯の保存修復費用として、

　皆様の寄附金・募金を受付けています。

産７月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　　　

　　　（内ふるさと納税　４５０，０００円）

　　　募　金

　　　　計　

これからも皆様のご協力をお願いいたします。

３，３１６，６５０円

２８１，４７８円

３，５９８，１２８円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　  未来に残すために！！

　　

東
京
に
お
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ま
い
で
琴
の
奏
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で
あ

り
、
長
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に
わ
た
り
琴
演
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の
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に
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だ
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ま
し
た
。
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佐
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年
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し
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）

２１
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に
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て

日
本
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「
琴
」
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　時　９月２７日（月）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館１階第１会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

その他　事業関係の利害に関する話題は遠慮

　　　　させていただきます。

問政策課　　　　　　　　撒（５７）４１３３

持
ち
、
募
金
を
呼
び
か
け
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

い
た
だ
い
た
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有
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に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

８
月
号　

ペ
ー
ジ
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投
稿
俳
句
」
欄
中
、

２２

『
秋 
本 
幸
治
』
さ
ん
と
あ
る
の
は
『
秋 
元 
幸

・ 

・

治
』
さ
ん
の
誤
り
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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子
供
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と
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忘
れ
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と
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っ
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心
に
残
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

Hiro column No.15Hiro column No.15

コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子

８月１日現在
人口 男 １２,６３２人

女 １２,９７８人
計 ２５,６１０人

　世帯数   ９,１２４

町の人口

（21）

町内の交通事故

７件数
７
月
累
計

０死者

８傷者

３６
(-２１)

件数（増
減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

０
(-０１)

死者（増
減）

５０
(-２７)

傷者（増
減）

町内の救急出場

８１
出場
件数７

月
累
計 ７３

搬送
人員

２７５
(２７)

出場
件数（増
減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

２５５
(３６)

搬送
人員（増
減）

町内の犯罪発生件数

１空き巣
７
月
累
計

１自動車盗

１車上ねらい

４自転車盗

１４
(０３)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

６
(-０１)

自動車盗
（増減）

１５
(０７)

車上ねらい
（増減）

１８
(００)

自転車盗
（増減）

伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せください。今後の新しい

まちづくりの参考とさせていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの「ご意見箱」をクリックし

てください。

鳥たちのお気に入鳥たちのお気に入りり

今月の納期

第３期

第３期

第３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

野木神社ふくろう幼鳥

近藤光治氏撮影

丸林中央公園ツミ

真瀬勝見氏撮影

　

６
月
に
野
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
（
舘
野
正
男
会
長
）
よ
り
、
町

内
の
小
中
学
生
全
員
に
官
製
は
が
き

（
か
も
メ
ー
ル
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
小
学
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
中
学

生
ま
で
い
た
だ
き
、
子
供
達
は
大
喜
び

で
す
。

　

学
校
で
は
今
年
度
「
書
く
力
の
定
着
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
児
童
・
生
徒
か

ら
担
任
の
先
生
に
暑
中
見
舞
い
を
出
す

小
中
学
生
に
葉
書
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た

　町では“水と緑と人の和でうるおいのあるまち”を

目指し、自然の豊かさを大切にしてきました。特に東

側の平地林、西側の遊水地の緑は、他の地域には見ら

れないキラリと光る緑の宝庫として長く守っていきた

い緑地帶です。また公園や神社仏閣などの史跡、街路

も豊かな緑を提供してくれています。これに注目して

いるのは、どうやら私たち人間だけではないようです。

　野木神社には毎年フクロウが巣づくりをし、かわい

い雛がかえって愛くるしい目でごあいさつしていきま

す。また、今年は中央公園に猛禽類である鷹の１種・ツ

ミが営巣し、多くのカメラマンの注目を集めていまし

た。いずれも無事巣立ったことを心から喜んでいます。

　過日「コウノトリ、トキの舞う関東自治体フォーラ

ム」に参加しました。広域連携により水辺や緑地を保

全し、いつかはコウノトリやトキが自然に飛び交うよ

うにと、とりあえず２７自治体が協力し合うことになり

ました。見果てぬ夢にならないよう、これからもエコ

ロジカル・ネットワーク形成を進め、鳥たちに愛される

まちでありたいと思います。　

　ところで野木の町鳥はまだ決められていませんが…
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問問問問記記問問問問問問訪訪おお達達達達達達者者ささ

ん
お達者さ

ん

ギャラリー

齋藤　京子　さん
Kyoko Saito

(北斗）
揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋揃いのお洋服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服

洋　裁

横横横横横横横横横横
山山山山山山山山山山

一一一一一一一一一一
枝枝枝枝枝枝枝枝枝枝
ささささささささささ

横
山 
一
枝
さ
んんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（　

歳
）

８８８８８８８８８８２２２２２２２２２２８２

（（（（（（（（（（
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸
林林林林林林林林林林
東東東東東東東東東東
上上上上上上上上上上
３３３３３３３３３３

（
丸
林
東
上
３
）））））））））））

　私が生まれ育ったのは、オホーツク海に面した中湧別
町と言うところです。北海道開拓者として祖父が名古
屋からこの地に住み始めたそうです。風の強いとって
も寒いところです。
　小さい頃は、祖父母・父母・１１人の姉弟そして、叔
父・叔母・いとこと大家族でした。農作業が出来るのは
寒冷地なので１年のうち半年だけ。じゃがいも・ビー
ト・小麦・ブロッコリー・カボチャ等作っていました。
手伝いで草取りをするんですが、黙々と作業しても折り
返し地点は遙かかなた…。熊に遭遇したこともありま
した。
　１９年前に夫を亡くし、息子の住む野木町へやってきま
した。大家族で生活した私には寂しくて寂しくて…。
　そんな時、消費者友の会へとお誘いがあり入会させて
いただきました。今ではいろいろな催し物に参加した
り、時には頭を悩まし創作品を作っています。今でも眼
鏡は掛けなくて大丈夫なんです。
　年に何回か北海道へ帰ります。みんなで私が帰るの
を今か今かと待っていてくれます。

平
成　

年
９
月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
６
８
号
）
鞄
発
行　

野
木
町　

蒲
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

撒
０
２
８
０（　

）４
１
３
４

２２

５７

　私の子供は男の子が二人でしたので、孫
は女の子がいいなと思っておりましたとこ
ろ、そんな思いが通じたのでしょうか女の
子（現在５歳・３歳）でとっても幸せです。
二人の孫に手作りのお揃いの洋服を着てほ
しいと洋裁を習いたいと思い、近所の洋裁
教室で早速習い始めました。
　まだ、習い始めて２年足らずですが何着
も作りました。ママを通じて携帯メールで
孫たちの催促がたびたび来ます。そんな時
はうれしいやら焦るやら…。
「ばーばちゃん、次はどんなお洋服つくっ
てくれるの？」と心待ちにしてくれてます。
　お友達にも「このお洋服、ばーばちゃん
がつくってくれたのよ！」とフリルとレー
スのいっぱいついたスカートでモデルみた
いにくるりくるりと回って見せているそう
です。
　これからも孫の成長と洋服づくりを楽し
みにしていきたいと思います。

カラクリ梯子
　この梯子は郷土館に展示されていま
す。一見、何の変哲もない普通の梯子
にしか見えませんが、折りたたむと一
本の棒状となり、持ち運びや収納に大
変便利です。
　製作時期は不明ですが、一本の丸太
を加工し、折りたたみ式の梯子となる
ように作られており、当時の職人の知
恵と技術のすばらしさが伺える貴重な
もので、平成７年６月野木町の文化財
に指定されました。

GGGGGGaaaaaalllllllllllleeeeeerrrrrryyyyyy


